








ホスピス病棟での
エピソード

『実りの秋宅急便』

介護病棟でのエピソード

『敬老会』

ホスピス病棟看護師　高橋　元代

　患者さまに秋を感じて頂けるイベントを企画したい！と
いう思いで、当初は落ち葉の中から栗や芋を拾って貰う予
定でしたが、今年は暖かく、当日までに紅葉した落ち葉を
集めることが出来なかったので、急きょ、お部屋を突撃訪
問して秋の収穫物（甘栗や焼き芋など）をお届けする形に
変更しました。
　３名のスタッフは、「収穫スタイル」というテーマに合
わせ、もんぺや着物、どてら等をまとって、統一感の有る
様な無い様な実に怪しいいでたちでお部屋にお邪魔しまし
た。患者さまやご家族は、突然の珍訪問に驚かれたり戸惑っ
たりしながらも、もんぺ姿の看護師を見て「懐かしいね～」
と昔を思い出し顔をほころばせて下さいました。

　患者さまの状態から、入室は難しいかな…と悩んでいた
時、スタッフの珍姿を見た奥様とご家族がとても喜んで下
さり、「本人もこういう楽しい事が好きな人だから」と部
屋の中へ誘って下さいました。そして、患者さまとご家族
で写したその時の写真は、ご家族の笑顔が詰まった最期の
１枚となりました。
　チャップリンが「笑いは強壮剤で、痛みを緩和し終わら
せる」と言っていましたが、このご家族の笑顔が患者さま
の何よりの薬になったに違いありません。そして私たちの
笑顔も少しでもそのお手伝いになっていれば・・・と思い
ます。
　突然の訪問スタイルでしたが、患者さまやご家族に、束
の間の楽しみと小さな秋を届けられたのではないかと思い
ます。

　　　介護病棟看護師長　澤田　美佐子

　『敬老の日』は、長年にわたり会社や家業に、そして家庭を守るという大事な役目を
果たし活躍された方々を敬い感謝する日です。
　今回は還暦（６０歳）緑寿（６６歳）傘寿（８０歳）米寿（88歳）卒寿（90歳）を
迎えられた方々が６名居りました。主役の皆さんは身なりを整え、化粧や整髪をして少
し緊張した表情で入場されました。
　そんな皆さんを祝う会に、江差追分会函館声徳会支部の内村徳蔵様と奥様含め５名の
方々が来て下さり、追分民謡を始め三味線や尺八による演奏を披露して祝って下さいま
した。目を細め懐かしがられたり微笑みを浮かべたりと、楽しい時間をそれぞれに過ご

せたひとときでした。
　写真のお二人は、右が今回卒寿のＨさん、
左がそれを祝ってくれている９７歳のＳさ
んです。見事なツーショット！人生の大先
輩であるお二人の優しい微笑みからは、人
生の荒波を乗り越えて来た強さと偉大さも
感じられ、尊敬の気持ちで一杯になります。
　そんな皆様と楽しく『新しい年』を迎えたいと思います。
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「ふたつの
個展開催」

おしま病院ボランティア

「ミント」
　　　　の広場

おしま病院ボランティア

「ミント」
　　　の広場

「芸術の秋」に合わせ、当院ボランティアの

亀井百合子さんによる「油彩展」と、嶋森節子さんによる

「活け花展」がホスピス病棟談話室にて開催されました。

　油彩は、仕事の傍ら、稲垣昌紀先生に学び 16年。現在

も年間６～８点の作品を手掛けられるという亀井さん。絵

には、その時々の心がこもっているので、完成した絵を見

ると、その頃のことを思い出すのだと・・・。

　当院でご主人をお看取りになられ、その後ボランティア

としての活動を始められていますが、ご主人を亡くされ

た思いを偲ばせた作品や東日本大震災被災地への復興メッ

セージを込めた桜の絵などのお話をすると、患者さまか

ら「その気持ち良く分かりますよ・・・」と声をかけられ、

それぞれの思いが共鳴し合い、とても深い感動を与える

シーンがありました。

　春に古民具を使った個展を開いて頂いた嶋森さんは、今

回、竹を花器に使った芸術的な個展を開いて下さいました。

嶋森さんが主宰となるお花教室の生徒さんも駆けつけ、作

業を手伝いながらその感性と技術を学んでいました。完成

された作品の素晴らしさは勿論ですが、花器に花が添えら

れる毎に雰囲気が変わり、徐々に全体像が出来上がる過程

は、見ている者にとっても、楽しくもあり感嘆するばかり

です。

　展示された花々を見て、「素敵だねぇ・・・」とご家族

で話されながら佇む患者さまの姿が、お花に潤いを与えて

いました。

（文責：企画室　藤田佳久）

作品の思いを患者さまやご家族へ伝える亀井さん。
「分かる分かる・・・」と患者さまの声に目が潤んでいました。

「静」である花や木に、「動」を与えて華となる。そんな嶋森
さんの作風が、心地よい社会の風を運んで来ます。
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『地域とのかかわり』

another story

『職場体験学習』

『七夕』　7月 7日七夕の日には子供達の「竹に短冊

七夕祭り～♪」と元気な歌声が聞こえてきま

す。当院でも、今年で 3回目となりますが、

スタッフと入院されている患者さまにも参加して頂き、子

供達とのふれあいのイベントを行っています。

　大きな袋を持った可愛らしい浴衣姿の女の子。法被姿の

男の子達は「お菓子みつけたぞ！襲撃～！」と言わんばか

りに走ってきます。

子供達の元気な声に参加された患者さまの顔も

ほころび、何とも言えない素晴らしい笑顔に変

わります。そして一緒にいる私達も笑顔になり、

毎年素敵な時間を過ごさせて頂いています。

　イベントでは、お菓子やくじの他にも、昨年来てくれた

子供達のスナップ写真も展示配布しています。「今年も来

てくれたんだね」「少し大きくなったね」など、地域の子

供達の成長も一緒に見守っていけたらと思います。

（文責：管理栄養士　木村路代）

　町内的場中学校 2学年の生徒 7名が当院に体験学習に

来ました。理学療法士の私は、車いすの体験学習を用意し

て、楽しみながら体験し、緊張がとれればと準備しました。

　しかし、車いす乗車は授業で学習済みとのことだったの

で、普段あまり目にする機会が少ない、乗車しながら起立

状態となり日常生活活動が行なえる “ スタンドアップ車い

す ” の体験などしてもらいました。最初は緊張の面持ちで

遠慮がちでしたが、笑顔や質問も出て楽しく学習してもら

えた様に感じました。

　院長の講話では「命」と「いのち」の意味の違いや大切

さについて学んでいました。懸命にメモを取る生徒たちを

見て、小さな講義が大きな夢の支えにいつかなるのかなあ

と思いました。

　今回は将来看護師になりたい生徒さんが多かったのです

が、理学療法士や作業療法士、言語療法士といった職種も、

将来の夢のひとつとして仲間に入れて貰えたならとても嬉

しいです。

（文責：理学療法士　藤野剛裕）

「いのち」の授業を受ける将来が楽しみな生徒たち 学習を終え、普段の笑顔が戻った若人と院長とのショット
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内 科

リウマチ科

緩和ケア病棟 介護療養型病棟

TEL （0138）56-2308㈹
FAX （0138）56-2316

診療時間

●月　・　水　午前 9：00～12：30　　午後 1：30～ 3：30　
　火・木・金　午前 9：00～12：30　　午後　休　診
●火曜　午後　緩和ケア診療（予約制）
●木曜　午後　訪問診療
●土・日・祝日　休  診

〒040-0021
函館市的場町19番6号

各種健康診断
ホスピス（緩和ケア）相談

ホームページ　http://www.oshima-hp.or.jp

放射4-1 号線

ご 案 内

編 集 後 記

広報誌第 18号をご覧頂きありがとうございます。

　今回の広報誌は、地域とのかかわりをテーマに作成しました。

震災時に力を発揮するのは地域住民の協力であり、独居高齢者や

緩和ケアを必要とする人たちへの支援も地域に求められている

今、時代のキーワードは、個人情報保護に代表される「個人」から、

「地域」へと変わりつつあります。

　さて、写真左対岸の灯りは、マグロで有名であり、建設中の

大間原発がある大間町の街灯りです。海に隔てられた他県であっ

ても昔から大間と函館は地域として深い結びつきがありました。

原発事故後、「本当の地域とは何なのか」を考えさせられます。

　当院は、まもなくホスピス開設満 10年を迎えます。新たな取

り組みの中で、地域との関わりを充実して行きたいと思います。

企画室　藤田佳久

スタッフ紹介

　この度、介護病棟の師長に就任

いたしました。

　『高齢者を敬う気持ちを大切に患

者様・御家族に寄り添い、温かい

看護・介護の実践に努めます』と

いう当介護病棟の理念を元にホス

ピス精神で関わり、やさしいケア

を提供していきたいと思います。

　11 月より介護病棟の主任とな

りました大嶋です。自己研鑽に努

め、みなさんのご指導・御協力の

もとに温かい病棟にしていきたい

と思っております。

介護病棟看護師長　澤

さ わ だ み さ こ

田 美 佐 子 介護病棟看護主任　大

お お し ま え り こ

嶋 絵 理 子
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